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す
べ
て
の
議
案
が
可
決

坂上 巳生男 議長

災害対策農業経営補助金
学校トイレ洋式化の補正予算
就学援助の充実求める請願 他

12
月
5
日
か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
、
12
月
熊
取
町
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

土
砂
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
が
新
た
に
制
定

さ
れ
た
ほ
か
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、

国
の
法
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
、
意
見
書
、
請
願
そ
の
他
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
災
害
復
旧
費
な
ど
、
台
風
災

害
に
関
連
し
た
施
策
や
補
助
事
業
の
他
、
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
た
め
の
測
量
・
設
計
委
託
料
も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
専
決
処
分
の
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
の
増
額
が
目
立
っ
て
お
り
、
30
億
円
を
超
え
る
寄

附
金
総
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
10
月
29
日
、
熊
取
町

議
会
と
し
て
、
「
大
阪
外
環
状
線

4
車
線
化
と
大
阪
岸
和
田
南
海
線

4
車
線
化
の
早
期
実
現
に
つ
い

て
」
大
阪
府
松
井
一
郎
知
事
宛
て

の
要
望
書
を
、
大
阪
府
都
市
整
備

部
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
大
阪
外

環
状
線
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
、

緊
急
時
の
対
応
及
び
交
通
渋
滞
解

消
に
向
け
、
大
阪
外
環
状
線
の
全

線
4
車
線
化
が
熊
取
町
民
に
と
っ

て
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
等
を

要
望
し
ま
し
た
。
当
日
は
松
浪
府

議
会
議
員
が
同
席
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

大
阪
府
議
会
議
員 

松
浪 

武
久 

氏

〈
大
阪
府
〉

都
市
整
備
部
長 

井
出 

仁
雄 

氏

道
路
整
備
課
長 

松
本 

次
朗 

氏

〈
熊
取
町
議
会
〉

議
長 

坂
上 

巳
生
男

都
市
計
画
道
路
建
設
促
進
特
別
委
員
会

委
員
長 

渡
辺 

豊
子

副
委
員
長 

浦
川 

佳
浩

大
阪
府
知
事
に
要
望
書
提
出

町立西保育所の民営化は白紙に
　民営化に向けた業者選定で事業者選定委

員会をひらき、3法人の応募があったが、評

価基準を満たす事業者がなかったため、平

成32年度からの民営化は白紙となりました。

平成30年人事院勧告への熊取町議会
議員の対応について
　平成30年8月10日付け人事院から国家公務

員の給与に関する勧告が行われました。

　12月議会で一般職員は給料表の改定（平

均0.2%の引き上げ）と賞与（期末、勤勉手

当）の支給月数引き上げ（年4.40月→年4.45

月）が行われました。

　町議会議員と町長、副町長、教育長につ

いては、昨年に引き続き、引き上げを行い

ませんでした。

当日参加者

　
月
定
例
会

12
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議案第76号　平成30年度熊取町一般会計補正予算（第8号）の専決処分報告について➡

議案第77号　平成30年度熊取町一般会計補正予算（第9号）の専決処分報告について➡

議案第78号　手数料条例の一部を改正する条例

議案第79号　事務分掌条例の一部を改正する条例

議案第80号　一般職職員給与条例の一部を改正する条例

議案第81号　土砂埋立て等の規制に関する条例➡

議案第82号　指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例➡

議案第83号　介護保険条例の一部を改正する条例

議案第84号　指定管理者の指定（熊取町立老人福祉センター）について➡

議案第85号　指定管理者の指定（熊取町立総合体育館及び熊取町立町民グラウンド）について➡

議案第86号　民事調停の成立について

議案第87号　土地改良法に基づく応急工事計画の策定について

議案第88号　南部大阪都市計画道路熊取駅西1号線の区域外設置に関する協議について

議案第89号　平成30年度熊取町一般会計補正予算（第10号）➡

議案第90号　平成30年度熊取町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

議案第91号　平成30年度熊取町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

議案第92号　平成30年度熊取町介護保険特別会計補正予算（第2号）

議案第93号　平成30年度熊取町水道事業会計補正予算（第1号）

議案第94号　平成30年度熊取町下水道事業会計補正予算（第1号）

請願第  2号　義務教育就学援助の充実を求める請願

議案第95号　工事請負契約の締結について（平成30年災第106号　普通河川雨山川災害復旧工事）

委員会提出議案第1号　議会委員会条例の一部を改正する条例

議員提出議案第8号　�認知症施策の推進を求める意見書 

（提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣）

議員提出議案第9号　�義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書 

（提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官）

平成３０年１２月定例会提出議案 町長提案20件・請願1件・議会提案３件
（報告 ２件、補正予算 ６件、条例 6件、その他 6件）

P4に掲載

　認知症は、今や誰でも発症する可能性があり、誰もが介護者とな
り得るため、認知症施策の推進に当たっては、認知症と診断されても、
尊厳をもって生きることができる社会の実現をめざし、当事者の意
思を大切にし、家族等も寄り添っていく姿勢で臨むことが重要である。
認知症施策のさらなる充実、加速化を目指し、基本法の制定も視野に
入れて、下記の取り組みを強く求める。

①認知症施策を総合的かつ計画的に推進する基本法の制定
②支援体制の構築
③若年性認知症の支援の環境の整備
④�有効な予防法や行動・心理症状に対する適切な対応など認知症施策

の推進と認知症の人の心身の特性に応じたリハビリや介護方法に関
する研究を進める

　「義援金差押禁止法」については、近
年、自然災害が頻発化する中、災害が起
こるたびに立法措置するのではなく、国
会が閉会している間にも対応が可能とな
るよう、恒久法としての立法化を早期に
進めること。

認知症施策の推進を求める意見書 義援金差押禁止法の
恒久化を求める意見書

P4に掲載
P4に掲載

P4に掲載

P4に掲載
P4に掲載

P4に掲載
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件　名 請願の趣旨 請願者 紹介議員

義務教育就学援助の
充実を求める請願

①就学援助の利用を削減する「所得基準見直し」を中止
し、②保護者に対し就学援助や町の認定基準の所得金額
をわかりやすく説明するとともに、③児童扶養手当を受
ける世帯などに就学援助の利用を促すことを求める請願。

くまとり
社会保障

推進協議会
代表：伊藤　守

江川 慶子

鱧谷 陽子

　日本国憲法の第26条に、「すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応

じて、ひとしく教育を受ける権利を有する。…義務教育は、これを無償とする。」また、

「児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）」は、子どもの基本的人権を国際的に保

障するために定められた条約である。これら子ども施策は国がすべきことであるが、熊取

町に住んでいれば、安心だ、子どもを育てるなら熊取町へ、「子育ての町、熊取」として

発展する取り組みを強化することが大切である。今回、請願1点目「所得基準の見直し」は

中止となったが、2・3点目も大切なことである。

賛成
日本共産党

請願 〈全員賛成で採択〉

主な議案の説明
議案第76号
平成30年度熊取町一般会計補正予算（第8号）
17億4,000万円追加
・ふるさと応援寄附事業謝礼品費等 15億7,390万円
・災害ごみ対策事業委託料等 3,250万円
・�災害対策事業 ブルーシート等消耗品、相互応援経費

負担金等 1,100万円
・公共施設災害復旧費等 8,031万円
・町営斎場非常用発電機更新に係る経費 750万円　他

議案第77号
平成30年度熊取町一般会計補正予算（第9号）
11億2,152万円追加
・ふるさと応援寄附事業謝礼品費等 11億2,152万円

議案第85号
指定管理者の指定（熊取町立総合体育館及び熊取町
立町民グラウンド）について
・指定管理者／セントラルスポーツ株式会社
・指定の期間／平成31年4月1日から平成36年3月31日まで

議案第82号
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
・�介護保険法の一部改正により、共生型サービス事業者の

指定の特例が設けられたため指定の基準等を追加。（障
がい者サービスを受けている人が65歳以上になっても、
そのまま継続して障がい者サービスを受けられる）

議案第81号
土砂埋立て等の規制に関する条例
・�大阪府土砂埋立て等の規制に関する条例の対象外と

なる500平方メートル以上3,000平方メートル未満の土砂
埋立て等の行為について、災害防止等を目的として一定
の制限を規定する条例。

議案第89号
平成30年度熊取町一般会計補正予算（第10号）
6億1,139万円追加
・道路維持事業 4,620万円
・�小学校維持管理事業（西、南、北小学校トイレ改修に係

る設計業務） 1,365万円
・�中学校維持管理事業（熊取中学校防球ネット設置工事）483万円
・小中学校就学援助事業 415万円
・�農業振興事業（被災経営体育成事業補助金：ビニールハ

ウス再建等）2億6,854万円
・�中学校災害復旧（南中学校校舎屋根等復旧工事） 

1億2,940万円
・�文化財災害復旧（重要文化財中家住宅復旧工事等）3,900万円
・�果樹農園支援事業補助金（ブルーベリー農園開園に係

る経費） 760万円　他

議案第84号
指定管理者の指定（熊取町立老人福祉センター）について
・指定管理者／�公益社団法人 熊取町シルバー人材セン

ター
・指定の期間／平成31年4月1日から平成36年3月31日まで
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矢野 正憲 議員の議会議員政治倫理条例
違反についての審査請求調査結果

審査請求人代表 ／ 川崎 友也 【有効連署：３３３人】
請　　求　　日 ／ 平成29年１０月２日
審 査 会 の 開 催 ／ ［第１回］平成２９年１１月１６日 ～ ［第１２回審査会］平成３０年１０月１０日

委 員 長／重光 俊則
副委員長／阪口　均
委　　員／坂上 昌史、渡辺 豊子、服部 脩二、佐古 員規、江川 慶子

審査請求理由 審査結果 条例違反とした委員 条例違反でないとした委員

1
前回（平成26年）の倫理審査会で
今勝建設(株)の不動産取得につい
て、嘘の弁明をした

条例違反
重光 俊則、阪口　均、 
坂上 昌史、渡辺 豊子、
佐古 員規、江川 慶子（６名）

服部 脩二（１名）

2 談合賠償金の回収に尽力したのか
条例違反
ではない

重光 俊則、阪口　均、
坂上 昌史、江川 慶子（４名）

渡辺 豊子　、佐古 員規、
服部 脩二（３名）

3 町民の利益よりも私的な利益追求を
優先したのか 条例違反

重光 俊則、阪口　均、
坂上 昌史、渡辺 豊子、
江川 慶子（５名）

佐古 員規、
服部 脩二（２名）

（※請求項目(2)で、渡辺委員は、矢野議員が全町民に謝罪することが前提で違反でないとした。）

条例違反と認定した理由（委員の共通意見）
審査項目（3）

町民の利益より
私的な利益追求を優先したのか

（１）会報ひとみ号外7号に「私の記憶違いとして矛を収めさせ
ていただいた」という記載は、政治倫理審査会の中での発言に

まったく責任を持たず、自己を正当化する行為である。

（２）会報ひとみ号外2014年8月号の「今勝の不動産購入は保証
協会から持ちかけられたものであり、金額も保証協会から提示さ

れたものです。」という記載は、大阪信用保証協会の説明と異な

るもので、町民に虚偽の説明をして自己を正当化している。

（３）さらに、不動産取引に関して矢野正憲個人でなく、熊取町
議会議員として、談合の損害賠償金を熊取町に支払うべき立場に

ある北川一彦氏（以下「一彦氏」という。）と一体となって不動

産買い取りの交渉を行っていた。これに関して、熊取町及び町民

に「債権整理・回収に協力すべく購入した」と説明している。

　矢野議員は平成29年8月に家族でアメリカへ

旅行されたが、その費用は多大であり、そのよ

うな財政的余裕を享受できたのは、一彦氏と同

居していたことによると住民から思われてもお

かしくない状況である。この旅行は、個人のプ

ライベートなことではあるが、談合賠償金被請

求人であった一彦氏の遺族としては自粛すべき

であり、賠償金の請求人である熊取町の町議会

議員としては町民の利益よりも私的な利益追求

を優先したと町民から疑惑を招く行為になった

ものと考えられる。

審査項目（1）

不動産取得について、嘘の弁明をした

熊取町議会政治倫理審査会
構成

調査（審査）の結果（条例違反認定は、委員の２／３の特別多数議決による）

※

調査結果報告書の詳細は「熊取町議会ホームページ」からご覧になれます

条例違反と認定

2019-02_くまとり議会だより.indd   5 19/01/18   18:41



6くまとり議会だより 平成31年2月発行　No.44

請求項目（1）「前回（平成26年）の審査会で今勝の不動産取得に関して嘘の弁明をした

こと」について、自身の会報に「私の記憶違いとして矛を収めさせていただいた」という記

載をしたことは、政治倫理審査会の中での発言にまったく責任を持たず、自己を正当化する

行為である。また、自身の会報で「今勝の不動産購入は保証協会から持ちかけられたもので

あり、金額も保証協会から提示されたものです。」と記載したことは、大阪信用保証協会の

説明と異なるもので、町民に虚偽の説明をして自己を正当化する行為である。さらに、不動

産取引に関して矢野正憲個人でなく、熊取町議会議員として、談合の損害賠償金を熊取町に

支払うべき立場にある北川一彦氏と一体となって不動産買い取りの交渉を行っていたことに

関して、熊取町及び町民に「債権整理・回収に協力すべく購入した」と説明していることは、

町議会議員としては理解されない行為である。これらの行為は、政治倫理条例第3条第1項

「町民の代表者として品位と名誉を損なうような一切の行為を慎むこと」に違反していると

政治倫理審査会で判断された。

請求項目（3）「町民の利益よりも私的な利益追求を優先したのか」については、矢野議員

が平成29年8月に家族でアメリカへ旅行されたことは、その費用が多大であり、そのような

財政的余裕を享受できたのは、北川一彦氏と同居していたことによると住民から思われても

おかしくない状況であり、この旅行は個人のプライベートなことではあるが、議員としては

町民の利益よりも私的な利益追求を優先したと町民から疑惑を招く行為になったものと判断

された。プライベートなことではあるが、談合賠償金被請求人であった北川一彦氏の遺族と

しては自粛すべきであり、賠償金の請求人である熊取町の町議会議員としては町民の利益よ

りも私的な利益追求を優先したと町民から疑惑を招く行為になったものと判断された。した

がって、同条例第11条に規定する『議会の品位と名誉を守り、町民の信頼を回復するため』、

今後はこのような行為を厳に慎むとともに、「会報ひとみ」などを通して、誤った記載を訂

正して謝罪するよう警告する。

請求項目（2）「談合賠償金の回収に尽力したのか」については、「尽力したこと」及び

「不作為」に対する判断が困難という意見があり、条例違反とは認定されなかったが、「こ

のような審査請求が住民から出された原因は、矢野議員の義父である亡北川一彦氏が一度も

返済することなく、賠償金が結果として回収できない事態になってしまったことにある。矢

野議員は、そのことを真摯にとらえ、義父に代わって全町民へ誠意ある謝罪を条件として条

例に抵触しないと判断する」という委員の意見は真摯に傾聴するべきものである。したがっ

て、本件に関して、矢野議員は全町民への誠意ある謝罪を行う必要があることを伝達する。

以上

矢野 正憲 議員への警告文

調査請求事項のうち、
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矢野 正憲 議員に対する措置（警告）

平成30年10月31日付けで熊取町議会政治倫理審査会から提出された「調査結果報告書」が、平
成30年11月19日に開催の議会運営委員会に諮られ、議会議員政治倫理条例第11条の規定に基
づき、矢野正憲議員に対して「政治倫理条例の規定を遵守させるための警告とする。」との措置が
相当と判断された。これに基づき12月議会の冒頭に、坂上巳生男議長から、矢野正憲議員に警告
文を手渡した。

お
詫
び

町
議
会
議
員
（
希
望
者
）
は
、
毎
月
所
定

の
金
額
を
支
払
っ
て
庁
舎
東
館
横
の
駐
車
場

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

矢
野
議
員
は
平
成
29
年
4
月
か
ら
平
成
30

年
9
月
末
ま
で
駐
車
場
料
金
を
支
払
わ
ず
に

数
回
無
断
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
現
行
条

例
で
は
遡
っ
て
の
支
払
は
で
き
ま
せ
ん
。
矢

野
議
員
は
駐
車
場
料
金
の
不
払
い
使
用
を

「
議
員
総
会
で
謝
罪
」
し
ま
し
た
。

江
川
議
員
は
平
成
21
年
7
月
か
ら
、
年
に

数
回
荷
物
搬
入
の
た
め
、
議
会
事
務
局
に
伝

言
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

本
件
に
関
し
て
、
住
民
の
皆
様
に
お
詫
び

し
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
総
務
文
教
常
任
委
員
会

と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
！

平
成
30
年
11
月
5
日
、
教
育
長
・
教
育
委

員
5
名
と
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
7
名
が

懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
事
、
子

ど
も
の
体
力
向
上
、
小
学
生
の
英
語
教
育
、

中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
で
き
、
実
り
あ
る
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　平成31年1月9日、特別委員会が開催され、

泉佐野市、田尻町との「し尿処理広域化に伴

う経費負担」について報告がありました。

平成31年度　広域化に伴う工事着工

平成33年度　組合へ事務委託開始

経費比較／

平成29年度決算額	 1億7,762万円	

広域化後	 1億1,361万円の見込み

矢野 議員謝罪の要旨（12月議会冒頭に警告文を受けた後、謝罪発言をした）

請求項目 1は、『政治倫理審査会の中での発言にまったく責任を持たず、自己を正当化する行為
である。大阪信用保証協会の説明と異なるもので、町民に虚偽の説明をして自己を正当化する行
為である。』と事実と違う記載が私の会報「ひとみ」にあると認定されました。この事を真摯に受
けとめ警告の認定事実に沿った訂正記事を記載したチラシを配布いたします。
請求項目 3は、『平成 29 年 8 月にアメリカ旅行して疑惑を生んだこと』は私の配慮を欠く行動
からであり、町民のみな様にお詫び申し上げます。
請求項目 2は、『義父 北川 一彦が一度も談合賠償金を返済することなく亡くなり、法定相続人

全員が相続放棄し、結果的に賠償金が未払となった』ことにつき、親族の 1人として議員の 1人
としても、大変こころ苦しく思っております。
全町民のみな様にお詫び申し上げます。

環境施設広域化調査特別委員会

委 員 長	 文野 慎治
副委員長	 坂上 昌史
委　　員	 浦川 佳浩　渡辺 豊子
	 矢野 正憲　河合 弘樹　江川 慶子

竣工時の大原衛生公苑（平成元年3月）
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平成 19 年 10 月、町営住宅建替 2 期工事で談合が発覚。刑事判決の中で、
「組合設立以来、恒常的に談合が行われてきた」との判断が示された。損
害を回復すべきと考えた住民有志が、平成 21 年 5 月、中西前町長に対し
て損害賠償請求の住民訴訟を提起。町議会は百条委員会を設け、入札制
度改革を提言、談合しやすい環境を放置してきた行政の責任を明らかに
した。また、中西前町長に対して損害賠償請求を行うよう求めたが、中
西前町長は「談合は大原住宅だけで、過去の談合はなかった」と発言す
るなど、消極的な姿勢に終始した。

大阪高裁は平成 25 年 5 月の判決で、熊取建設業協同組合加盟業者 23
社による平成 15 年から 19 年までの恒常的談合の存在を認定、中西前町
長に、損害賠償請求を実行するよう求めた。同年 12 月の最高裁決定によ
り高裁判決が確定。結果、損害賠償金 3 億 7,474 万 9,725 円、遅延損害金
を加えた額は合計約 4 億 7,000 万円になった。

議会は、損害賠償請求を強力に進めるため、請願の可決などに力を尽
くしたが、議員の中に損害賠償を求められている組合幹部の親族議員が
おり、困難な議論が続いた。平成 26 年 9 月議会で「北川氏と今勝に対す
る債権者破産の申し立て等を求める請願」が、委員会で可決されながら
本会議では可否同数、議長採決で否決。時を同じくして、和解交渉に応
じていた 3 業者 2 個人が「不払い」の立場に転じた。また、親族議員の
行動・発言について政治倫理審査会が 2 度開催され、2 度とも警告の措置。
現在の賠償金回収額は遅延損害金を含め 2 億 4,500 万円。完納した業者
10 社、分納中の業者 3 社と未払い 10 社、 未払い組合幹部 2 名と不公平が
生じている。

議会は、「議員は全体の奉仕者であって、一部の奉仕者ではない」とい
うことを肝に銘じ、行政の監視と積極的な提言を継続する。

談合事件の発覚から損害賠償金回収の不公平が 10
年あまりと長期に及んでいるのかということについ
ては、適時に情報公開がされ、町が原告となって訴
訟提起していれば、このような長期に歳月を費やさ
ず、また債権回収も展開が変わっていたと思う。当
時の上垣町長や中西町長が、「談合は町営大原住宅
第 2 期工事だけ」や「他の談合疑念については不知」
としたことや、また、住民訴訟原告の取り組みに対
して、「ありがたいとは思わない。」という考え方や
発言、情報公開の姿勢がその原因であり、それは間
違いであったと考えている。

債権回収率が低いことについては、平成 29 年 3
月に 5 名の弁護土による債権回収プロジェクトチー
ムを立ち上げ、対応経過の検証及び債権回収につい
て検討していたが、結果として、打開策をみいだす
に至らず、新たな債権回収にはつながっていない。
これは、住民の声を聞くこともなく、債権回収に迅
速に取り組まなかった前町長の誤った姿勢の結果で
あり、私自身、非常に残念である。

住民訴訟の原告住民に対しましては、住民訴訟の
提起により損害賠償請求額が決定し、町が被った損
害を回復できたことは、このような活動が無ければ
成しえなかったものであり、その尽力に心より感謝
する。

町長談話要約議長談話要約

「
談
合
問
題
」で
の
記
者
会
見

前中西町長を批判
住民グループの尽力に謝辞

　

平
成
19
年
に
発
覚
し
た
町
内
建
設
業
者
に
よ
る
町
営
大
原
住
宅
建
替

第
２
期
工
事
に
お
け
る
談
合
事
件
。

　

平
成
30
年
12
月
に
町
長
・
議
長
に
よ
る
記
者
会
見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
高
裁
ま
で
争
っ
た
住
民
訴
訟
結
審
後
、
①
な
ぜ
談
合
事
件
の
発
覚
か

ら
10
年
余
り
と
長
期
に
及
ん
で
い
る
の
か
②
債
権
の
回
収
が
52
％
と
な

ぜ
低
い
の
か
、
今
後
の
回
収
の
目
途
は
ど
う
な
る
の
か
、
等
々
の
問
題

に
つ
い
て
の
見
解
と
今
後
の
決
意
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
談
合
事
件
か
ら
住
民
訴
訟
、
損

害
賠
償
請
求
に
及
ぶ
一
連
の
過
程

に
よ
り
、
住
民
か
ら
失
っ
た
町
行

政
へ
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、

職
員
一
人
一
人
が
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
公
平
公
正
な
職
務
を
遂
行

す
べ
く
、
さ
ら
な
る
組
織
全
体
の

意
識
改
革
を
進
め
、
住
民
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
を
築
く
た

め
、
宣
言
す
る
。

　
「
熊
取
町
に
お
い
て
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
私
が
先
頭
に
立
ち
職
員
一

同
と
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
す
る
。
」

町
長
か
ら
の
決
意
と
宣
言
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町
役
場
を
快
適
に

町
役
場
に
来
庁
し
た
住
民

か
ら
職
員
が
ど
の
よ
う
に
み
え

て
い
る
か
把
握
し
て
い
る
か
？

職
員
研
修
や
指
導
に
よ
り

接
遇
等
に
つ
い
て
適
切
に
実
施

し
効
果
的
な
業
務
を
行
う
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
職
員
対
応
で

お
礼
や
厳
し
い
意
見
も
あ
り
真

摯
に
対
応
し
て
い
る
。

私
服
で
誰
が
職
員
か
わ
か

ら
な
い
。
名
札
の
色
わ
け
の
意

味
は
？行

革
で
制
服
が
廃
止
と

な
っ
た
。
名
札
の
色
わ
け
は
、

緑
色
が
正
職
員
、
紺
色
は
嘱
託

職
員
、
桃
色
は
臨
時
職
員
で
あ

る
。

職
員
の
福
利
厚
生
棟
の

改
善
、
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
が

本
館
・
北
館
に
な
い
の
で
十
分

な
配
慮
を
。
10
年
以
上
も
嘱
託

と
臨
時
職
員
で
つ
な
い
で
い
る

職
員
が
い
る
。
必
要
な
職
員
は

正
職
に
す
べ
き
だ
。

精
神
障
が
い
者
支
援

精
神
障
が
い
者
に
対
応
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ

の
町
の
取
り
組
み
は
い
か
が

か
？

精
神
障
が
い
者
が
地
域
の

一
員
と
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
医
療
・
介

護
・
教
育
な
ど
を
包
括
し
た
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
32
年
度
ま
で
に
精
神
病

院
か
ら
地
域
移
行
な
ど
を
行
う

関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
の
設

置
に
む
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考

え
る
会
主
催
の
学
習
会
へ
の
参

加
者
が
少
な
い
原
因
を
ど
う
考

え
る
か
？

様
々
な
要
因
が
あ
る
と
思

う
が
、
今
後
も
依
頼
が
あ
れ
ば
、

広
報
紙
へ
の
掲
載
な
ど
協
力
し

て
い
く
。行

政
と
住
民
と
が
協
働

の
観
点
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

保
育
料
の
無
償
化

来
年
10
月
か
ら
無
償
化
に

な
る
が
給
食
費
な
ど
実
費
徴
収

は
ど
う
な
る
か
？

国
の
現
行
制
度
で
は
1
号

認
定
児
童
は
主
食
費
・
副
食
費

と
も
に
実
費
徴
収
、
2
号
認
定

は
主
食
費
の
み
実
費
徴
収
で
あ

る
。
こ
の
方
針
で
い
く
と
現
在

実
費
徴
収
し
て
い
な
い
2
号
認

定
の
主
食
費
と
新
た
に
実
費
徴

収
と
な
る
副
食
費
の
負
担
が
増

え
る
。
国
や
他
の
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

実
費
徴
収
に
係
る
「
補
足

給
付
事
業
」
の
導
入
を
行
い
来

年
度
予
算
に
反
映
を
？

池
の
上
へ
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
に
つ
い
て

8
月
に
対
象
自
治
会
に
説

明
を
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

災
害
に
よ
り
全
国
的
に
パ

ネ
ル
に
被
害
が
出
た
た
め
災
害

の
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
か
、

再
度
事
業
者
に
確
認
し
て
い
る
。

災
害
な
ど
で
住
民
の
不

安
は
広
が
っ
て
い
る
。
住
民
の

不
安
が
大
き
け
れ
ば
、
設
置
は

止
め
る
べ
き
だ
。

災
害
対
応
に
つ
い
て

災
害
ゴ
ミ
の
引
き
取
り
の

期
限
は
？
ま
た
、
業
者
の
下
ろ

し
た
瓦
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な

る
の
か
？

災
害
ゴ
ミ
の
引
き
取
り
は

12
月
末
を
も
っ
て
終
了
で
あ
る
。

ま
た
、
12
月
28
日
ま
で
に
災
害

廃
棄
物
を
排
出
で
き
な
い
理
由

の
あ
る
方
は
28
日
ま
で
に
連
絡

す
れ
ば
、
年
明
け
以
降
で
も
回

国
が
低
所
得
世
帯
の
負
担

軽
減
の
拡
充
策
を
検
討
、
併
せ

て
こ
の
事
業
も
見
直
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
国
の
方

針
等
が
確
定
し
た
時
点
で
検
討

す
る
。

就
学
援
助
の
現
状
維
持
を

見
直
し
案
は
、
小
・
中
学

児
童
73
名
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
。
6
0
7
万
円
の
予
算
を

削
っ
て
ま
で
も
見
直
す
必
要
が

あ
る
か
？

府
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
認

定
額
で
あ
る
が
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
基
に
第
3
次
行
財
政
構

造
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
12
月
11
日
に
教
育

長
ら
職
員
か
ら
「
就
学
援
助

見
直
し
を
断
念
し
た
」
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

収
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
破

損
し
て
い
る
瓦
は
引
き
取
り
可

能
だ
が
、
破
損
し
て
い
な
い
瓦

は
、
産
業
廃
棄
物
と
な
り
引
き

取
り
で
き
な
い
。

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取

り
に
く
い
。
対
応
は
？

放
送
後
２
時
間
は
電
話
で

の
確
認
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
受
信
方
法

な
ど
総
合
的
に
対
応

個
別
受
信
機
の
導
入
は
？

費
用
の
面
で
今
す
ぐ
の
導

入
は
困
難
で
あ
る
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

住
民
や
職
員
の
意
見
を
反
映
し
た
町
役
場
に

保
育
料
の
無
償
化
導
入
で
実
費
徴
収
の
影
響
が
な
い
よ
う
に

就
学
援
助
費
の
見
直
し
は
す
べ
き
で
は
な
い

精
神
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

池
の
上
に
設
置
す
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て

災
害
対
応
に
つ
い
て

江
川
　
慶
子

鱧
谷
　
陽
子

問

問

問

問

問 答

答

答 答

答要
望

定
例
会
に
お
い
て
、各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。

問問 答答要
望

問答 問答要
望

問答問答
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防
災
に
つ
い
て

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
8
カ
所
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、

豪
雨
で
増
水
し
た
際
、
決
壊
の

危
険
性
は
？

決
壊
の
危
険
性
は
な
い
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

策
定
の
推
進
は
？

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

が
存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
に
努
め
る
。

今
後
の
大
規
模
災
害
に
備

え
た
避
難
所
の
優
先
的
な
施
設

整
備
は
？

小
中
学
校
の
教
室
の
空
調

設
備
が
整
備
さ
れ
た
の
で
、
臨

機
応
変
に
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
。
洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
は
計

画
的
に
進
め
る
。

施
設
環
境
が
整
っ
て
い
る

ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
の
早
い
段
階

で
の
避
難
所
開
設
は
？

空
調
や
シ
ャ
ワ
ー
設
備
等
が

整
っ
て
い
る
ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
の

活
用
は
指
定
管
理
者
と
協
議
、
検

平
成
31
年
度
予
算
編
成

藤
原
町
政
一
期
目
の
最
終

年
度
予
算
。
新
た
な
施
策
と
重

点
項
目
は
？

現
時
点
、
今
般
の
台
風
の

大
災
害
の
教
訓
を
活
か
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
の
寄
附
の
活
用

も
視
野
に
、
災
害
の
予
防
・
発

生
時
の
応
急
対
策
、
復
旧
に
関

連
す
る
施
策
と
予
算
の
充
実
を

重
点
項
目
に
想
定
し
て
い
る
。

組
織
改
革
で
、
類
似
自
治

体
に
比
し
て
多
い
部
長
級
職
員

削
減
の
考
え
は
？

今
後
、
業
務
量
の
削
減
を

行
い
、
業
務
量
に
見
合
っ
た
人

員
数
を
基
本
と
し
、
部
長
級
を

は
じ
め
管
理
職
職
員
の
ポ
ス
ト

数
は
最
低
限
に
と
ど
め
ス
リ
ム

化
を
図
る
。

管
理
職
手
当
の
引
き
上

げ
を
新
年
度
か
ら
は
断
念
し
た

こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
ス
リ

ム
化
を
達
成
す
る
ま
で
封
印
す

る
べ
き
で
あ
る
。

討
を
進
め
る
。

ポ
ケ
ベ
ル
波
防
災
ラ
ジ
オ

の
導
入
は
？

屋
内
へ
の
電
波
到
達
性
が
良

く
、
各
戸
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
戸
別
に
防
災

情
報
を
受
信
で
き
る
も
の
だ
が
、

費
用
的
な
面
か
ら
導
入
は
困
難
。

賑
わ
い
に
つ
い
て

ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
の
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

年
明
け
の
1
月
以
降
に
建

設
工
事
に
着
手
し
、
平
成
32
年

春
竣
工
、
営
業
開
始
。

ホ
テ
ル
完
成
に
伴
っ
て
ま

ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
は
？

ス
タ
ッ
フ
の
地
元
採
用
、

地
元
食
材
使
用
、
宿
泊
者
へ
の

情
報
発
信
。

周
辺
の
道
路
整
備
は
？

道
路
整
備
は
完
了
。

「
く
ま
と
り
や
も
ん
　
」

ブ
ラ
ン
ド
認
定
は
、
特
産
品
に

限
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
か
？

「
広
報
く
ま
と
り
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
考
え
は
？

今
年
度
予
算
内
で
、
一
部

紙
面
の
カ
ラ
ー
化
、
記
事
・
紙

面
構
成
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

従
前
か
ら
質
問
の
、
タ
ブ
ロ
イ

ド
版
か
ら
A 

4
版
へ
の
サ
イ
ズ

の
変
更
、
カ
ラ
ー
化
に
つ
い
て

は
、
行
財
政
構
造
改
革
の
途
中

で
あ
り
、
当
分
の
間
現
行
の
ま

ま
で
発
行
し
た
い
。

 

過
去
の
質
問
で
も
指
摘

し
て
い
る
が
、
広
報
紙
は
、
町

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
、
情
報

公
開
に
よ
る
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
の
ツ
ー
ル
。
中
途
半
端

な
変
更
を
せ
ず
英
断
を
す
る
べ

き
。

投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

来
春
は
統
一
地
方
選
挙
。

①
高
齢
者
（
交
通
弱
者
）
②
投

票
所
の
見
直
し
③
若
年
層
、
等

の
対
応
策
は
？

①
要
介
護
認
定
者
や
障
が

特
産
品
対
象
の
制
度
。

「
く
ま
と
り
や
も
ん
　
」

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
町
内
の
特

徴
の
あ
る
も
の
も
ブ
ラ
ン
ド
化

と
す
る
の
は
？

大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

に
17
施
設
等
、
登
録
。

風
疹
の
予
防
接
種
助
成
に

つ
い
て熊

取
町
の
助
成
は
？

抗
体
が
無
い
、
低
い
方
で

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
、
配
偶

者
、
妊
娠
女
性
の
配
偶
者
を
対

象
。
費
用
の
助
成
。

助
成
の
拡
大
は
？

30
〜
50
歳
代
男
性
の
拡
大

を
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
を
考

慮
し
、
検
討
。

い
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
の

制
度
を
活
用
し
た
支
援
方
法
を

連
絡
会
等
で
説
明
。
②
現
行
の

11
か
所
の
見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
が
、
実
情
に
応
じ
た
配
慮

を
行
う
。
③
大
学
連
携
に
よ
り

出
前
講
座
の
実
施
や
成
人
式
で

の
啓
発
を
行
う
。
継
続
的
に
検

討
。

投
票
率
向
上
は
、
議

会
・
議
員
に
も
責
任
が
あ
る
。

大
い
に
自
覚
し
、
行
政
と
一
緒

に
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

他
の
自
治
体
の
先
行
事
例
等
も

参
考
に
し
て
、
取
り
組
み
を
強

化
し
て
欲
し
い
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
避
難
行
動
計
画
）の
策
定
で
逃
げ
地
図
の
活
用
を

「
く
ま
と
り
や
も
ん
　
」ブ
ラ
ン
ド
で
魅
力
発
信
を

流
行
し
て
い
る
風
疹
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
拡
大
を

新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
方
針
と
個
別
課
題
に
つ
い
て

投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

二
見
　
裕
子

文
野
　
慎
治

問答問答問答問答

問答問答問答問答問

答問答問答問答

要
望

答 問

要
望

答 問

要
望

答 問

答 問
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「
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」に
つ
い
て

民
間
事
業
者
に
協
力
を
申

し
出
て
も
ら
う
登
録
制
度
を
立

ち
上
げ
て
か
ら
1
年
、
民
間
事

業
者
・
各
種
団
体
と
の
協
力
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

平
成
29
年
9
月
に
立
ち
上

げ
た
「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
事
業
者
や
介
護
事
業
所
を

中
心
に
、
31
箇
所
の
事
業
者
が

協
力
機
関
と
し
て
登
録
を
し
て

く
れ
て
お
り
、
多
く
の
方
々
が

見
守
り
活
動
に
参
画
を
し
て
く

れ
て
い
る
。

登
録
事
業
者
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
更
に
ま
ち
全
体
で

高
齢
者
の
見
守
り
へ
の
意
識
向

上
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

取
組
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
事
業
者

に
対
す
る
簡
単
な
研
修
を
実
施

し
、
い
つ
も
と
違
う
気
に
な
る
サ

イ
ン
に
気
付
く
な
ど
、
知
識
の
構

築
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

熊
取
町
の
鳥
獣
被
害
に
つ

い
て大

阪
府
イ
ノ
シ
シ
第
二
種

鳥
獣
管
理
計
画
（
第
3
期
）
に

よ
る
と
、
平
成
27
年
度
に
は
有

害
鳥
獣
捕
獲
が
1
6
0
3
頭
、

狩
猟
に
よ
る
捕
獲
が
8
2
8
頭

と
な
っ
て
お
り
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
は
全
体
の
65 

%
を
占
め
て
い

る
。
今
後
の
予
想
と
対
策
は
？

正
確
な
予
想
は
難
し
い
が

総
論
的
に
今
後
も
大
き
く
減
少

す
る
こ
と
な
く
推
移
す
る
も
の

と
予
想
し
て
い
る
。
対
策
と
し

て
は
熊
取
猟
友
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
箱
わ
な
や
、
く
く
り

わ
な
に
よ
る
捕
獲
、
実
行
組
合

を
通
じ
て
農
業
者
個
人
に
対
し

て
電
気
柵
等
の
設
置
購
入
費
の

補
助
の
継
続
を
し
て
い
く
。

熊
取
町
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

の
従
事
者
の
数
と
年
齢
構
成

は
？

平
成
30
年
は
13
名
。
年
齢

構
成
は
30
代
1
名
、
40
代
2
名
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」

の
追
加
に
つ
い
て

郵
便
局
が
離
れ
て
暮
ら
す

家
族
を
つ
な
ぐ
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
「
み
ま
も
り
訪

問
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
供
し
て
い

る
。
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
」
と
し
て
、
品
物
だ
け
で
な

く
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、
人

的
サ
ー
ビ
ス
も
追
加
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
？

高
齢
者
の
見
守
り
に
つ
い

て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い
る
。

提
案
の
と
お
り
、
郵
便
局
が
提

供
す
る
「
み
ま
も
り
訪
問
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
っ
た
人
的
サ
ー
ビ

ス
型
の
返
礼
品
に
つ
い
て
も
、

ニ
ー
ズ
が
あ
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
を

活
用
し
て
、
貴
重
な
財
源
を
確

保
す
る
上
で
、
品
物
だ
け
で
は

な
く
人
的
な
サ
ー
ビ
ス
も
含
め

た
魅
力
的
な
返
礼
品
の
検
討
・

50
代
1
名
、
60
代
6
名
、
70
代

3
名
。
平
均
年
齢
62
歳
に
な
っ

て
い
る
。有

害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者

の
若
年
層
を
増
や
す
た
め
に
狩

猟
免
許
取
得
に
対
す
る
補
助
を

考
え
て
ほ
し
い
。

英
語
教
育
に
つ
い
て

2
0
2
0
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

で
英
語
の
民
間
資
格
・
検
定
試

験
が
活
用
さ
れ
ま
す
。
熊
取
町

は
A
L
T
の
配
置
な
ど
英
語
教

育
の
内
容
は
充
実
し
て
い
る
と

思
う
が
学
習
意
欲
の
向
上
や
英

語
の
実
践
の
場
づ
く
り
と
し
て

英
語
の
民
間
資
格
・
検
定
試
験

の
受
験
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

小
中
学
生
の
民
間
資
格
検
定
試

験
の
受
験
状
況
は
？

受
験
状
況
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
。
中
学
3
年
の

英
検
3
級
以
上
の
取
得
者
は
平

成
29
年
度
は
44
名
。
中
学
3
年

追
加
が
不
可
欠
な
の
で
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
精
査
等
、
し
っ
か

り
と
調
査
研
究
を
進
め
る
。

「
み
ま
も
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」

の
注
釈

　
月
額
2
5
0
0
円
で
、
月
1

回
郵
便
局
員
が
利
用
者
宅
へ
直

接
訪
問
。

　
訪
問
時
に
、
固
定
の
基
本
質

問
事
項
（
7
項
目
）
プ
ラ
ス
選

択
可
能
な
質
問
項
目
（
3
項

目
）
の
合
計
10
項
目
の
質
問
を

実
施
。

　
利
用
者
の
生
活
状
況
は
、
家

族
の
指
定
し
た
報
告
先
へ
メ
ー

ル
等
で
連
絡
。

全
体
の
約
1
割
。

受
験
料
を
補
助
し
て
は
ど

う
か
？ま

ず
A
L
T
の
効
果
的
な

活
用
お
よ
び
授
業
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
補
助
に

つ
い
て
は
現
在
実
施
す
る
予
定

は
無
い
。大

阪
府
の
公
立
高
校
の

入
試
に
も
民
間
資
格
・
検
定
試

験
は
活
用
さ
れ
て
い
る
。
受
験

料
の
補
助
を
実
施
し
て
頂
き
た

い
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

「
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
つ
い
て

「
ふ
る
さ
と
返
礼
品
」の
人
的
サ
ー
ビ
ス
の
追
加
に
つ
い
て

熊
取
町
の
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

英
語
教
育
に
つ
い
て

矢
野
　
正
憲

坂
上
　
昌
史

問答

要
望

問答

問答問答

問答 要
望

問答要
望
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高
齢
化
の
認
識
と
対
応

2
0
4
0
年
に
お
け
る
町
内
の

人
口
と
後
期
高
齢
者
の
割
合
は
？

段
階
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
2
0
2
5
年
頃
か
ら
後
期

高
齢
者
の
割
合
は
増
加
す
る
。

65
才
以
上
の
在
宅
高
齢
者
の

安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
利
用
拡

大
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
？

現
在
の
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
数
は
こ
こ
数
年
で
約
90
件
で

あ
る
。
本
町
と
し
て
は
利
用
者
拡

大
に
向
け
て
普
及
啓
発
を
行
う
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
見
守
り
支

援
も
、
こ
れ
か
ら
の
技
術
進
歩

の
情
報
収
集
を
し
て
利
用
検
討

等
の
調
査
を
行
う
。

老
人
憩
の
家
に
つ
い
て

耐
震
診
断
の
状
況
と
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
？

老
人
憩
の
家
は
、
公
民
館

の
併
設
も
含
め
て
、
全
地
域
を

対
象
に
38
箇
所
あ
り
、
そ
の
内

昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準

の
施
設
は
26
箇
所
あ
る
。
今
年

度
は
、
5
箇
所
の
地
区
に
お
い

て
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
、
今
後
も
対
象
と
な
る

施
設
の
耐
震
診
断
を
複
数
年
に

分
け
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

1
階
が
老
人
憩
の
家
、
2

階
が
地
区
会
館
と
し
て
施
工
す

る
場
合
補
助
金
等
は
？

老
人
憩
の
家
に
つ
い
て
は
、

増
築
や
建
て
替
え
な
ど
へ
の
助

成
制
度
は
な
い
。
な
お
、
地
区

会
館
部
分
に
つ
い
て
は
、
地
区

集
会
所
等
施
設
整
備
事
業
補
助

金
が
あ
り
、
1
0
0
万
円
以
上

の
本
体
工
事
で
補
助
率
が
2
分

の
1
で
、
補
助
金
額
は
、
新
設

及
び
増
築
、
ま
た
、
建
て
替
え

の
場
合
、
6
0
0
万
円
を
上
限

公
民
館
・
ホ
ー
ル
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

公
民
館
・
ホ
ー
ル
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
現
状
は
？

昭
和
45
年
に
建
築
し
た
も

の
で
、
3
階
建
て
で
あ
る
が
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
。
ト
イ
レ

の
洋
式
化
も
約
30 

%
で
あ
る
。

今
後
の
施
設
の
改
善
は
？

耐
震
改
修
工
事
が
必
要
な
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
在
、
重
要
施
策

と
し
て
全
庁
的
な
取
組
に
よ
り
、

整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。

就
学
援
助
認
定
基
準
額
の

変
更種

々
の
説
明
資
料
に
よ
り

基
準
額
が
異
な
る
理
由
は
？

住
民
と
議
員
向
け
で
額
が

異
な
る
の
は
、
他
団
体
と
の
比

較
説
明
の
た
め
。

基
準
額
を
自
分
で
計
算

で
き
る
よ
う
に
改
善
す
べ
き
で
、

容
易
に
変
更
で
き
な
い
よ
う
条

例
化
も
検
討
す
る
こ
と
。

と
し
た
制
度
が
、
活
用
で
き
る
。

通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て

ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
下
交
差

点
か
ら
久
保
6
差
路
交
差
点
ま

で
、
通
学
時
間
帯
だ
け
で
も
近

隣
住
民
以
外
の
車
を
通
行
禁
止

に
で
き
な
い
か
？

そ
の
間
の
道
路
を
利
用
す

る
地
元
の
方
々
す
べ
て
の
同
意

が
必
要
で
あ
る
。
平
成
24
年
度

に
警
察
と
協
議
を
行
っ
た
経
緯

が
あ
る
が
、
地
元
の
総
意
が
得

ら
れ
ず
、
代
替
え
案
と
し
て
、

30
㎞
の
速
度
規
制
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
路
側
帯
の

カ
ラ
ー
化
や
路
面
表
示
、
警
告

看
板
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
、

交
通
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

久
保
地
区
六
差
路
交
差
点

の
今
後
の
安
全
対
策
は
？

町
道
五
門
久
保
小
谷
線
に

お
い
て
、
こ
の
12
月
4
日
か
ら

26
日
に
か
け
て
可
搬
型
ハ
ン
プ

を
設
置
し
、
速
度
抑
制
対
策
の

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
見
直
し

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
バ

ス
停
が
公
園
・
墓
苑
の
入
口
か
ら

離
れ
た
坂
の
下
に
な
っ
た
。
入

口
に
戻
す
計
画
は
な
い
の
か
？

バ
ス
停
の
移
動
は
考
え
て

い
な
い
。高

齢
者
や
幼
児
の
利
用

の
た
め
に
も
ひ
ま
わ
り
バ
ス
停

留
所
を
公
園
入
口
に
移
動
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
。

町
内
の
小
・
中
学
生
が
気

軽
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
で
遊

べ
る
状
況
で
な
い
。
町
中
へ
の

移
設
は
検
討
し
て
い
な
い
か
？

利
用
者
か
ら
の
希
望
が
な

い
の
で
考
え
て
い
な
い
。

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
を

よ
り
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る

よ
う
駐
車
場
を
増
設
す
る
こ
と

と
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
身
近

に
楽
し
め
る
よ
う
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
は
町
中
へ
移
設
す
る

こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

登
録
人
数
、
主
だ
っ
た
仕

事
内
容
は
？

平
成
30
年
度
当
初
の
会
員

数
は
、
2
0
2
人
で
主
な
仕
事

内
容
は
植
木
の
剪
定
、
草
刈
、

障
子
・
ふ
す
ま
・
網
戸
の
張
替

え
、
施
設
の
管
理
、
工
場
や
介

護
施
設
で
の
清
掃
、
個
人
宅
で

の
家
事
援
助
、
簡
単
な
大
工
工

事
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

熊
取
町
の
高
齢
化
の
認
識
と
十
分
な
対
応
を
！

公
民
館・ホ
ー
ル
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
！

就
学
援
助
認
定
基
準
額
は
条
例
化
す
べ
き
！

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園
の
見
直
し
を
！

老
人
憩
の
家
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

重
光
　
俊
則

河
合
　
弘
樹

問問 答答

問答問答

問答問答

問答

ハンプの設置イメージ

答 問答 問要
望

答

問

要
望

答 問

2018年 2040年
熊取町全人口 43,821 35,351

65才以上の高齢者人口 13,698
（27.8％）

11,332
（37.3％）

前期高齢者（65才〜74才） 6,849 5,666
後期高齢者（75才〜） 5,321 7,508

（65才以上の高齢者世帯数）
夫婦世帯 2,594 2,689
独居世帯 1,574 2,081
合計 4,168 4,770

答

問要
望

国立社会保障・人口問題研究所の推計（平成30年3月）

2019-02_くまとり議会だより.indd   12 19/01/18   18:41



一
般
質
問

13 くまとり議会だより 平成31年2月発行　No.44

下
水
道
普
及
に
つ
い
て

普
及
率
は
？

平
成
30
年
度
は
81 .
3
%
。

平
成
31
年
度
は
82

 

.
0
%
と
試

算
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度
工
事
予
定
？

現
在
整
備
を
進
め
て
い
る

小
垣
内
、
大
宮
、
久
保
地
区
と

朝
代
地
区
を
実
施
予
定
。

普
及
が
1
0
0
%
に
な
る

時
期
は
？

事
業
認
可
区
域
以
外
も
あ

る
の
で
、
2
0
2
7
年
の
目
標

を
90 

%
と
し
て
い
る
。

近
隣
市
町
の
普
及
率
は
？

平
成
29
年
度
末
時
点
で
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
地
域
で
の
未
接
続
は
？

1
0
1
1
世
帯
の
方
が
未

接
続
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
達
が『
自
分
へ
の
自

信
』を
持
て
る
様
に

本
年
4
月
に
、
小
学
6
年

生
及
び
中
学
3
年
生
を
対
象
に

実
施
し
た
「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、
本

町
の
小
学
生
の
お
よ
そ
80 

%
が
、

中
学
生
の
75 

%
が
「
先
生
に
良

い
と
こ
ろ
を
認
め
て
も
ら
っ
て

い
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
一
方

で
20
〜
25 

%
の
子
ど
も
達
が
寂

し
い
思
い
を
し
て
い
る
。
ク
ラ

ブ
活
動
等
日
々
の
業
務
が
多
す

ぎ
て
、
子
ど
も
達
と
向
き
合
え

る
時
間
が
確
保
出
来
て
い
な
い

の
で
は
？

こ
の
結
果
を
受
け
止
め
、

原
因
を
調
査
し
、
ク
ラ
ブ
活
動

の
あ
り
方
等
も
含
め
て
今
後
協

議
し
て
い
き
た
い
。

文
部
科
学
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
先
生
達
の
時
間
外
労

働
が
月
80
時
間
を
超
え
る
教
員

が
小
学
校
で
お
よ
そ
3
割
、
中

学
校
で
6
割
と
の
事
だ
。
先
生

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

最
近
の
捕
獲
状
況
は
？

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
（
平

成
29
年
度
）

特
筆
す
べ
き
被
害
は
？

成
合
地
区
の
水
稲
被
害
が

増
え
て
い
る
こ
と
、
高
田
地
区

に
白
昼
出
没
な
ど
。

檻
の
増
設
予
定
は
？

猟
友
会
と
協
議
し
決
め
て

い
き
た
い
。

全
国
各
地
で
人
が
被
害

達
の
業
務
を
軽
減
す
る
為
、
住

民
や
大
学
と
協
働
し
、
地
域
で

子
ど
も
達
を
育
て
る
様
な
取
り

組
み
が
出
来
る
様
期
待
す
る
。

低
所
得
世
帯
の
子
ど
も
達

に
学
習
塾
費
の
支
給
を

現
在
本
町
で
は
、
就
学
援

助
費
の
認
定
基
準
の
見
直
し
が

検
討
さ
れ
て
い
る
（
後
日
見
直

し
は
撤
回
さ
れ
た
）
一
方
で
、

親
の
経
済
力
に
よ
っ
て
子
ど
も

の
学
力
の
格
差
が
広
が
ら
な
い

に
あ
っ
て
い
る
。
高
田
地
区
で

も
い
つ
そ
う
な
る
か
わ
か
ら
な

い
状
況
と
み
る
べ
き
。
住
民
も

猟
友
会
も
檻
の
増
設
を
望
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
。
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
の
件

農
園
の
将
来
像
は
？

野
外
活
動
ふ
れ
あ
い
広
場

の
周
辺
（
ゆ
め
の
森
公
園
・
奥

山
雨
山
自
然
公
園
等
）
を
含
め

た
地
域
活
性
や
熊
取
町
の
新
し

い
名
物
と
し
て
、
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。

や
る
以
上
は
根
気
強
く

や
り
遂
げ
て
も
ら
い
た
い
。
わ

が
町
の
特
徴
で
あ
る
「
自
然
」

を
生
か
し
た
新
た
な
名
物
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

様
、
各
地
で
様
々
な
支
援
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本

町
で
も
、
低
所
得
世
帯
に
学
習

塾
費
を
支
給
出
来
な
い
か
？

全
国
的
に
見
て
も
数
例
の

実
施
に
と
ど
ま
る
為
、
現
在
で

は
難
し
い
。

就
学
援
助
費
の
認
定
基

準
を
見
直
し
、
対
象
者
を
減
ら

す
の
で
あ
れ
ば
、
別
の
形
で
支

援
出
来
る
制
度
も
併
せ
て
検
討

し
て
頂
き
た
い
。

熊
取
図
書
館
に
カ
フ
ェ
を

図
書
館
の
本
の
貸
出
し
利

用
者
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

図
書
館
へ
の
カ
フ
ェ
の
設
置

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
示
す
通

り
、
多
く
の
住
民
が
要
望
し
て

い
る
。
現
在
の
検
討
状
況
は
？

現
在
活
性
化
の
一
環
と
し

て
、
カ
フ
ェ
の
設
置
の
有
無
も

含
め
検
討
し
て
い
る
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

下
水
道
普
及
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
に
つ
い
て

小・中
学
校
の
先
生
達
の
負
担
を
減
ら
す
為
の
議
論
を

低
所
得
世
帯
の
子
ど
も
達
に
学
習
塾
費
の
支
給
を

熊
取
図
書
館
に
カ
フ
ェ
の
設
置
を

阪
口
　
均

浦
川
　
佳
浩

問問 答答

要
望

問答

問答要
望

問

答要
望

問答

答 問答 問 田尻町 97.5％
岸和田市 95.6％
熊取町 80.4％
岬町 76.8％
貝塚市 62.8％
泉南市 57.1％
阪南市 51.3％
泉佐野市 38.7％

熊取町 134頭
岸和田市 151頭
貝塚市 41頭
泉佐野市 95頭
田尻町 0頭
泉南市 74頭
阪南市 23頭
岬町 539頭

答 問答 問答 問

答 問要
望
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地
域
活
性
化
支
援
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
ナ
ビ
な
ど
専
門

分
野
の
サ
イ
ト
構
築
な
ど
検
索

し
易
い
工
夫
は
？

今
後
の
更
新
時
に
は
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
画
面
展
開
が
少
な

く
検
索
し
易
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

構
成
を
目
指
し
、
シ
ス
テ
ム
更

新
に
努
め
た
い
。

自
治
体
の
検
索
し
易
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
で
一
位
の
大
阪
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
本
町
も

ぜ
ひ
研
究
す
べ
き
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
大
使
設
置
に
つ

い
て
、
本
町
出
身
の
現
役
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
選
手
・
室
屋
成
選
手

な
ど
有
名
選
手
の
任
命
は
？

室
屋
成
氏
の
任
命
に
向
け

て
全
庁
的
に
調
整
し
た
い
。

動
き
が
遅
い
。
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逸
し
て
手
遅
れ
に
な
ら

更
な
る
産
後
ケ
ア
の
推
進

に
つ
い
て

産
後
の
家
庭
の
家
事
・
育

児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
産
後
ヘ
ル

パ
ー
事
業
の
取
り
組
み
を
求
め

る
が
ど
う
か
？

保
健
師
を
中
心
と
し
た
母

子
支
援
に
努
め
る
。
産
後
ヘ
ル

パ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
他
団

体
の
状
況
を
注
視
し
、
調
査
研

究
を
進
め
る
。

産
婦
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
、
「
祖
父
母
手
帳
」
を
発

行
し
て
は
ど
う
か
？

既
存
の
事
業
を
活
用
し
て
、

祖
父
母
が
協
力
で
き
る
環
境
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
祖
父
母

手
帳
の
導
入
効
果
等
、
調
査
研

究
を
進
め
る
。

道
路
整
備
と
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

路
面
下
空
洞
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
は
？

平
成
30
年
度
町
道
6
路
線

延
べ
約
12
㎞
を
調
査
。
17
か
所

な
い
よ
う
に
積
極
的
に
行
動
を

す
べ
き
!

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
等
に
よ
る
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か
？

本
町
に
お
い
て
は
、
体
育

協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
等
関
係
団

体
に
よ
っ
て
設
立
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果

を
期
待
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
を
切
り
口
と

し
た
組
織
を
立
上
げ
、
本
町
及

び
泉
州
一
体
と
し
た
経
済
効
果

を
目
指
し
、
本
気
で
加
速
度
的

な
取
組
推
進
を
!

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
を
流
行
で

終
わ
ら
せ
な
い
為
に
は
？

魅
力
的
な
返
礼
品
が
必
要

の
空
洞
を
発
見
。
危
険
度
の
高

い
3
か
所
を
掘
削
し
、
空
洞
を

確
認
し
、
埋
め
戻
し
を
行
い
、

応
急
対
策
を
完
了
し
た
。

町
道
五
門
久
保
小
谷
線
で
速

度
抑
制
対
策
実
証
実
験
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
久
保
地
区
の
変

則
6
差
路
の
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て
、
円
形
状
の
交
差
点
「
ラ

ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」
に
つ
い
て
ど

の
様
に
検
討
し
た
の
か
？

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
は
広
範

囲
の
用
地
買
収
や
支
障
物
件
補

償
が
必
要
。
今
後
は
、
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、

事
業
化
の
検
討
を
行
う
。

こ
の
交
差
点
に
つ
い
て
町

長
は
ど
う
考
え
る
か
？

大
変
危
険
な
交
差
点
と

認
識
し
て
い
る
。
用
地
、
経
費

を
含
め
安
全
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

避
難
所
と
な
る
学
校
体
育

館
に
つ
い
て
も
熱
中
症
対
策
と

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
人
的

な
サ
ー
ビ
ス
型
の
返
礼
品
も

し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

寄
附
金
の
活
用
法
は
？

施
策
・
事
業
実
施
の
適
否

を
検
討
判
断
し
、
防
災
や
災
害

へ
の
取
組
み
財
源
な
ど
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
効
果
的
な
活

用
を
検
討
し
ま
す
。

モ
ノ
売
り
で
な
く
コ
ト

売
り
思
考
の
意
識
で
!

永
楽
ゆ
め
の
森
公
園

広
告
・
駐
車
場
収
入
以
外

の
施
策
は
？

自
販
機
の
占
用
料
収
入
、

公
園
使
用
料
収
入
は
じ
め
、
大

小
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
よ
り

集
客
増
加
に
繋
げ
た
い
。

仮
羊
小
屋
の
活
用
は
？

昼
食
場
所
や
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
等
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

今
後
指
定
管
理
者
と
協
議
し
利

活
用
に
努
め
た
い
。

し
て
エ
ア
コ
ン
が
必
要
と
考
え

る
が
？補

助
基
準
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
国
・
府
に
要
望

し
、
財
政
的
に
整
備
可
能
な
環

境
が
整
っ
た
時
点
で
本
格
的
に

検
討
し
た
い
。

熱
中
症
対
策
の
1
番
は
水

分
補
給
。
避
難
所
機
能
の
強
化

と
し
て
小
学
校
に
冷
水
機
を
設

置
し
て
は
？

エ
ア
コ
ン
運
用
後
の
状
況

を
確
認
し
、
学
校
現
場
の
意
見

も
聞
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

一
般
質
問
の

動
画
は
こ
ち
ら

地
域
活
性
化
支
援
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
!

ス
ポ
ー
ツ
を
切
り
口
に
経
済
効
果
を
生
む
仕
組
み
づ
く
り
を
!

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
利
活
用
策
の
早
期
検
討
を
!

3
世
代
近
居
支
援
の一つ
と
し
て「
祖
父
母
手
帳
」の
導
入
を
!

久
保
地
区 

変
則
6
差
路
の
交
通
安
全
対
策
を
!

熱
中
症
対
策 

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
! 

小
学
校
に
冷
水
機
を
!

佐
古
　
員
規

渡
辺
　
豊
子

問答要
望

問答要
望

問答要
望

問答

問答要
望

問答問答

問答問答

問問問

答問答

速度抑制対策実証実験（狭窄とハンプ）

答

スポーツでまちを
元気に！

町
長
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本町と同様に原子力関連施設が多く立地し、また本

町と平成 30 年 2 月に災害時における相互応援に関す

る協定を締結した茨城県東海村にて、広域避難訓練、

先進科学技術による新たな地域産業の取り組みについ

て視察した。

東海村役場では、東海村から約 90km 離れた取手市

までの東海村広域避難訓練の避難の様子を視察した。

参加者約 400 名、バス 5台のチャーターなどかなり大

掛かりな訓練だったが参考となった。続いて原子力科

学研究所にて研究所の概要及びJ-PARCの概要、ニュー

トリノ実験施設及び物質・生命科学実験施設を視察し

た。本町は京都大学複合原子力科学研究所で同様に原

子力の安全な産業への活用など様々な研究を行ってい

る。今後より一層

の安全性向上によ

り先進医療や産業

への活用を期待し

たい。

東京都のベッドタウンとして発展してきた千葉県

柏市は、今後増えていく高齢者の対策として、住まい・

医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される「地

域包括ケアシステム」の構築を行っている。このま

ま高齢者が増え続けると将来的に病床数が不足する

ことから、特に在宅医療・介護連携に取り組んでいる。

そこですでに 40% の高齢化率の豊四季台地域をモデ

ル地域として、柏市・東京大学・UR都市機構が連携

し「地域包括ケアシステム」にのっとったまちづく

りを実践している。この地域の団地は老朽化が進み、

建て替え時期を迎えていることをきっかけに、医療・

介護サービス付

き高齢者住宅に

建て替え、高齢

者が安心して暮

らせる地域づく

りを行っている。

10月24日　東海村（茨城県） 10月25日　柏市（千葉県）

総務文教・事業厚生 常任委員会 合同行政視察を行いました

熊
取
町
議
会

報
告
会
で
の

主
要
な
質
疑

平
成
30
年

9
月
議
会
分

Q&A
平成29年度の国民健康保険の黒字分があ

るが、平成30年度は大阪府統一制になり、どのよ
うに反映されるのか？

町は、黒字分で単独事業として特定健診
受診を啓発するための取り組みで、「めざせ！
がっちり健幸」をスタートし、QUOカードや副賞
1万円等で還元している。

質問

回答

防災計画の策定において、指定避難所を
校区ごとに設けている。今後は、大学や介護施設
等、協力避難所という形で避難を受け入れてくれ
る施設を増やしていくように要望していきたい。
※後日、危機管理課からの回答：自治会単独で協
力避難所として、要望し対応して頂いても良い。

災害時の指定避難所について、小中学校に
なっているが、地域によっては、近くにある大学や
介護施設等を仮避難所として指定できないか？

質問

回答

熊取町は少子化に対応するため、人口を
増やすよう、空き家バンクの活用や熊取町が自慢
できるもの（ブランド）を作り出し、もっと熊取を
PRして欲しい。町職員だけにまかせるのでなく、
議員もしっかり頑張って欲しい。

要望

損害賠償金の回収はいつまでか
かるのか？

現在10社が完納し、3社が分割
納入中であるが、それ以外の業者10社と
個人2名は納入する意思がない。

質問

回答

台風21号による被害の対応とし
てブルーシートを先着順で配布したが、
先着順はよくなかったのではないか？

今回の対応の仕方については賛
否色々あった。町としては最善と考えこ
の方法をとったが、後日議員を交えた反
省会でも問題が多かったとの意見が多数
を占めた。反省材料として今後に生かし
ていく。

質問

回答

区・自治会への入会者が減って
きている。区・自治会に入るメリットを
行政として考えてほしい。

要望

各地域での議会報告会の内容については、
議会ホームページで公開しています。
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班

定例会閉会後に各地区での議会報告と併せて全体会を実施しています。
「手話通訳」をご希望の方は、早めに議会事務局へご連絡ください。

議会報告会班構成（○は班長）
議会報告会の予定

○渡辺 豊子、浦川 佳浩、服部 脩二
　河合 弘樹、坂上 巳生男

○坂上 昌史、重光 俊則、二見 裕子
　佐古 員規、江川 慶子

○文野 慎治、阪口 　均、鱧谷 陽子
　矢野 正憲

１班

２班

３班

熊
取
町
議
会
は
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
、
11
年
が
経

ち
、
条
例
施
行
と
同
時
に
発

刊
し
た
「
議
会
だ
よ
り
」
も

№
44
号
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
こ
の
一
年
、
紙
面
構

成
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
前
号

か
ら
は
表
紙
・
裏
表
紙
の
カ

ラ
ー
化
等
、
議
会
に
も
っ
と

関
心
を
持
ち
、
親
し
ん
で
も

ら
え
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を

目
指
し
努
力
し
発
行
し
て
き

ま
し
た
。

現
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー

で
作
成
す
る
「
議
会
だ
よ

り
」
は
こ
の
号
が
最
後
で
す
。

ご
愛
読
を
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
S
・
B
）

編
集
後
記

委 

員 

長

　文
野

　慎
治

副
委
員
長

　江
川

　慶
子

委

　
　員

　重
光

　俊
則

委

　
　員

　坂
上

　昌
史

委

　
　員

　渡
辺

　豊
子

委

　
　員

　服
部

　脩
二

委

　
　員

　河
合

　弘
樹

広
報
委
員
会

議会報告会全体会
日 時 ／ 2月23日（土） 午後7時30分～
会 場 ／ 熊取交流センター 
　　　　煉瓦館 講義室A
　　　　［担当：3班］

31年2月実施予定（12月議会報告）

2月16日（土）午後7時～ 老人憩いの家

2月   2日（土）午後7時～
3月   2日（土）午後7時～

老人憩いの家2月17日（日）午後7時～
未　定 （1/21現在）

1

2

3

山の手台

大宮

自由が丘

長池

新野田

集会所

老人憩いの家

５４５人が晴れの成人に出初式で一斉放水

次号、
議会だより
（No.45）の
発行は、
町議会議員
改選期のため
６月になります

3月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合もあります。
日程は変更する場合があります。直前にお問い合わせください。

みんなの議会、
傍聴しませんか？
会議はいずれも

午前10時からです。

本会議の日程 3月5日(火)・6日(水)・7日（木）・27日（水）
［予備日］

［予備日］

3月8日(金)
委員会の日程
（直接傍聴及び別室傍聴）

議会運営委員会

事業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

予算審査特別委員会

2月27日(水)・3月11日(月)
3月11日(月)
3月12日(火)
3月14日（木）・15日（金）・20日（水）（　　 　）3月11日(月)の

議会運営委員会のみ
午後1時30分からです。

3月22日（金）
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